














”Wertrechnung und Preisrechnung im Marxschen System” Archiv fu?r Sozialwissens-




”Zur Berichitigung der grundlegenden theoritischen Konstruktion von Marx im dritten 





























































































































生産部門 不変資本 可変資本 消費された不変資本 費用価格 利 潤 価 格 … 利 潤 率
(c) (v) (αc) (αc＋v) (m′) (p) … (m′/(c＋v))
? 80 20 50 70 22 92 … 22％
? 70 30 50 80 22 102 … 22％
? 60 40 52 92 22 114 … 22％
? 85 15 40 55 22 77 … 22％
? 95 5 10 15 22 37 … 22％
全部門 390 110 202 312 110 422 … 22％
「 表１ 価値計算〔（c＋v）の括弧は平石による追記〕
生産部門 不変資本 可変資本 消費された不変資本 剰余価値 価 値 利 潤 率
(c) (v) (αc) (m) (W) (m/(c＋v))
? 80 20 50 20 90 20％
? 70 30 50 30 110 30％
? 60 40 52 40 132 40％
? 85 15 40 15 70 15％
? 95 5 10 5 20 5％























































p  a  r  p＋a＋r
? 180 60 60 300
? 80 80 40 200








p′ a′ r′ p′＋a′＋r′
? 225 90 60 375
? 100 120 80 300





























? (x c?＋y v?)(1＋r)＝x w?
? (x c?＋y v?)(1＋r)＝y w?
? (x c?＋y v?)(1＋r)＝z w?


















































































































































































































































































生産部門 不変資本 可変資本 消費された不変資本 剰余価値 価 値 利潤率
? 145 55 92 55 202 271/2％
? 175 25 60 25 110 121/2％
? 70 30 50 30 110 30％
全部門 390 110 202 110 422 22％
生産部門 不変資本 可変資本 消費された不変資本 一般利潤 生産価格
? 138.223 63.187 87.700 41.672 192.559
? 166.821 28.722 57.196 40.457 126.375
? 66.728 34.466 47.663 20.937 103.066







p  a  r  p＋a＋r
? 252 84 84 420
? 112 112 56 280













































⑴B,P.10(P.60)⑵ B,P.10(P.60)⑶ B,P.10(P.61)⑷ B,P.11(P.61)⑸A,P.43(P.52) ⑹ B,P.12(P.62) ⑺ B,P.
12(P.62)⑻ B,P.12(P.63)⑼ B,P.12-13(P.63)⑽ B,P.13(P.63)?B,P.13(P.63)?B,P.13(P.64) ?B,P.13(P.64)
?B,P.13(P.64)?B,P.14(P.64)?B,P.14(P.65)?B,P.15(P.65)?B,P.15(P.65-66) ?B,P.15(P.66) ?B,P.15-






























































































































































? y v?(1＋r)＝y W?
































































































































































































































































































⑴B,P.22(P.73)⑵ B,P.23(P.73) ⑶ B,P.23(P.73) ⑷ B,P.23-24(P.74) ⑸ B,P.24(P.75) ⑹ B,P.24-25(P.75)





































































































? (x c?＋y v?)(1＋r)＝x W?
? (x c?＋y v?)(1＋r)＝y W?
? (x c?＋y v?)(1＋r)＝z W?
































































































































































































































⑴B,P.22(P.73)⑵ B,P.23(P.73)⑶ B,P.23(P.73-74) ⑷ B,P.23(P.74) ⑸ B,P.28-29(P.79-80) ⑹ B,P.29(P.

























































































? (x c?＋y v?)＋(x c?′＋y v?)r＝x W?
? (x c?＋y v?)＋(x c?′＋y v?)r＝y W?
? (x c?＋y v?)＋(x c?′＋y v?)r＝z W?















































































































































































































































































































⑴B,P.29-30(P.81)⑵ B,P.30(P.81)⑶ B,P.30(P.81-82) ⑷ B,P.31(P.82) ⑸ B,P.31(P.82-83) ⑹ B,P.31(P.
83)⑺ B,P.31-32(P.83)⑻ B,P.32(P.83)
お わ り に
ボルトケヴィッチは，当論文の第?章では，価値の生産価格への転化の理論で，その発展
といい得る一定の成果を示しているが，第?章以下では，そのような成果を示してはいない。
かれは，当論文の対象とする論文とほぼ同じ時期に書いた別の論文で，むしろその第?章の
理論の発展といい得る成果を示している。二つの論文で，このような相違がなぜ生じている
のかは，明確ではない。かれは，当論文の第?章では再生産表式の視点を設定しているが，
第?章以下では，その視点を脱落している。社会の商品の総計で，どの部門の商品のどれだ
けが，どの部門の商品のどれだけと交換されるのか，その交換関係を明確化して，社会の総
資本の再生産過程を通じての相互関連を明確化するのが，再生産表式の役割であり，それが
あることによって，価値の生産価格への転化の理論が提示できる。だがかれは，当論文で，
商品の価値や生産価格と関係して，（n＋2）個の方程式や未知数を提示はするが，そのような
転化を解決するものとして提示してはいない。かれは，当論文の第?章では転化の本来の解
決のための糸口を提起しているが，事実上その提起だけにとどめている。第?章では可変資
本のみによる場合，第?章では不変資本の導入による場合，第?章では固定資本の導入によ
る場合であるが，第?章では商品の価値や生産価格に含まれる流動不変資本の価値や生産価
格を分解しつくし，第?章では同様に固定資本の価値や生産価格を分解しつくして，式の複
雑化を含みながらも，資本を結局，可変資本のみに帰着させて，可変資本の価値や生産価格
を可変資本の回転期間に関係づけて理論を提起するのである。その意味で，第?章の可変資
本のみによる場合が，文字通り基本的な理論の設定としての位置を持つのである。これでは，
資本制社会の生産手段の所有関係をめぐる階級関係が消失して，その所有関係のない階級関
係となり，虚構の世界による理論の構成とならざるを得ない。かれは，別の論文では再生産
表式による転化の理論を明確に提起していて，固定資本の捨象ではあるが流動不変資本の価
値や生産価格は分解されずにそのままであり，現実の社会をとらえるための理論を提示し得
ている。かれがそこで示した発展は，商品の価値も生産価格も貨幣による表現で，労働によ
る表現との関係が明確ではないという，当論文の対象とする論文と同様の問題を含んでいて，
限界を持つものではある。ただそれにしても，当論文の第?章とあわせて，マルクスの理論
の発展に位置づけ得るものが，そこにはあるのである。ボルトケヴィッチのそのような積極
面に基づいての理論の発展が，かれを活かす道となり得ると思われるのである。
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可変資本の回転期間と生産価格（平石 修)
なおボルトケヴィッチは，リカードウの理論を非常に重視していて，その理論の発展をつ
ねに意図している。そこで当論文では，ボルトケヴィッチの理論とリカードウの理論との関
係に触れるべきであったのであるが，そのための余裕を持つことができなかった。ボルトケ
ヴィッチの別の論文を近く検討する予定であり，そのときにその関係に触れるつもりでいる
ので，了承をお願いしたい。
また当論文では，同学諸氏の論文から多くの示唆を与えられており，謝意を表するととも
に，忌憚のない批判をいただければ，これに勝る喜びはない。
(ひらいし おさむ 本学名誉教授)
(2005年１月15日受理)
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